
 

               

 

 

 

 

和歌山市立博物館特別展「葛城修験の世界」を開催します！ 

 
令和２年に日本遺産に認定された葛城修験について、その歴史や内容の実態を伝えます。奈

良大学の協力のもと加太・常行寺や西庄・西念寺など、和歌山市内の葛城修験に関係する仏像・

神像を納める寺院の調査を行っており、それらの成果を公表するとともに、葛城修験の重要地

点の加太・迎之坊（和歌山市）・中津川行者堂（紀の川市）などが所蔵する資料を出陳し、葛

城修験の豊かな歴史を紹介します。 

 

○ 会   期   令和５年１０月２８日（土）～１２月１０日（日）  

          休館日：月曜日、１１月２４日（金） 

 

○ 会   場   和歌山市立博物館 ２階特別展示室 

〒640-8222 和歌山市湊本町 3-2  TEL：073-423-0003 

 

○ 開 館 時 間   ９時～１７時（ただし入館は 16時 30分まで） 

 

○ 入 館 料   一般：５００円  高校生以下：無料 

          ※障害者手帳、和歌山市発行の老人優待利用券をお持ちの方は無料 

            ※関西文化の日にちなみ、１１月１８日（土）・１９（日）は無料開館 

          ※ふるさと誕生日にちなみ、１１月２２日（水）は無料開館 

          ※団体（２０人以上）は２割引 

 

〇 講 演 会   各回とも１４時～１５時 定員８０名（予約不要・当日先着順） 

  ・１１月１１日（土）小橋
こ ば し

勇
ゆう

介
すけ

（当館学芸員）「古文書からみた葛城修験の歴史」 

  ・１１月１８日（土）大河内智之
おおこうちともゆき

氏（奈良大学准教授） 

「仏像から見る葛城修験―近年の調査成果から―」 

  ・１１月２６日（日）宮城
み や ぎ

泰
たい

年
ねん

氏（聖護院
しょうごいん

門跡門
もんぜきもん

主
しゅ

）「加太・中津川周辺の経塚と周辺遺跡」 

 

〇 展示解説   各回とも１４時から１時間程度 定員３０名程度（当日先着順） 

          １１月４日（土） １２月２日（土） 

〇 主   催   和歌山市 

 

〇 共   催   葛城修験日本遺産活用推進協議会 

                     

担 当 課 文化振興課(博物館) 

担 当 者 小橋 

電    話 073-423-0003 

資 料 提 供 

令和５年１０月２４日 



主な展示資料 

 

〇熊野
く ま の

三山
さんざん

検校
けんぎょう

聖護院
しょうごいん

覚
かく

助法
じょほっ

親王
しんのう

令旨
りょうじ

 

（個人蔵・和歌山県指定文化財） 

文永７年(１２７０)に熊野三山検校
けんぎょう

であった

聖護院
しょうごいん

門跡
もんぜき

が、全国の山伏
やまぶし

に対して宛てて出した

書状。かつて和歌山市加太には、修験
しゅげん

寺院である

伽陀寺
か だ じ

が存在していたが、それが焼失したため、

再建するために協力するように命令しています。

加太が古くから修験の聖地であったことを示しま

す。 

 

 

〇地蔵
じ ぞ う

菩薩
ぼ さ つ

立像
りゅうぞう

（西念寺蔵） 

和歌山市西 庄
にしのしょう

・木ノ本
き の も と

と大阪府岬町多
た

奈
な

川
がわ

地区にはさま

れた府県境の山林一帯はかつて葛
かつら

城
ぎ

二
に

ノ宿
しゅく

と呼ばれる修験

の聖地でした。西庄の山林にかつて存在した修験寺院・神
しん

福
ぷく

寺
じ

には修験道の祖役
えんの

行者
ぎょうじゃ

が法華経
ほけきょう

方便品
ほうべんほん

第二を埋納したとさ

れる経塚
きょうづか

があり、周辺の中心となる寺院でした。神福寺は廃

絶しましたが、仏像などは西庄の西
さい

念
ねん

寺
じ

（西山浄土宗）の境内

に観音堂ごと移されました。この仏像は神福寺に納められて

いた仏像のひとつで、平安時代に遡る作品です。 

 

 

 

 

〇懴
せん

法
ぽう

ヶ
が

嶽
たけ

谷
たに

行
こう

之
の

図
ず

（本恵寺蔵） 

和歌山市直川
のうがわ

の本
ほん

恵
えい

寺
じ

は直川観音として知られる日蓮宗寺院です。

かつては千
せん

手
じゅ

寺
じ

と名乗る修験寺院で、寺の後背に位置する大福山
だいふくざん

など

の山は山伏が修行する行所です。本資料は同寺に残る資料で、「谷行」

は能の曲名。母親の病気平癒を祈るために松
まつ

若
わか

は師匠の阿闍
あ じ ゃ

梨
り

一行の

峰入り修行に加わるが道中病に罹る。修験の習いにしたがい谷底に捨

てられたが、阿闍梨が祈ると役行者があらわれ、鬼神に命じて松若を

蘇生させたという一曲で、本資料は松若が蘇生する場面を描いている。

江戸時代の紀伊国の名所案内本『紀伊国名所図会』では谷行の舞台は

直川観音の奥にある山、懴法ヶ嶽としている。 

 

 

 

 



〇役 行 者
えんのぎょうじゃ

・前
ぜん

鬼
き

・後
ご

鬼
き

像
ぞう

（中津川行者堂蔵） 

紀の川市中津川
なかつがわ

は葛城の中台
ちゅうだい

（胎蔵界
たいぞうかい

曼荼羅
ま ん だ ら

の中央

の中台八葉院
ちゅうだいはちよういん

のこと）と称される葛城修験の中心とな

る重要地点です。現在も聖護院門跡の本
ほん

山
ざん

派
は

の春の峰入

りに際しては、護摩行が行われています。本資料は中津

川地区の行者堂
ぎょうじゃどう

に納められていたもので、室町時代に

遡ります。役行者が従者となる鬼を伴っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇不動明王二童子四十八使者図
ふどうみょうおうにどうじしじゅうはちししゃず

 

（七宝瀧寺蔵・大阪府指定文化財） 

泉佐野市の七宝瀧寺
しっぽうりゅうじ

は役行者創建とされる修験寺院で、境内

の滝では今も瀧行が行われています。 

本資料は、両面中央に不動明王とその眷属
けんぞく

の矜
こん

羯
が

羅
ら

・勢
せい

多
た

迦
か

の二童子を配し、その左右に四十八使者を描く不動明王の絵

画。四十八使者のそれぞれの形状、肉色、持ち物より各使者の

尊名を明らかにすることができ、それを順序どおりに描く。こ

の図の髪の毛筋、着衣の文様、装身具の金泥などの著色が丁寧

であることや、筆遣いから南北朝中期に制作されたと考えられ

ている。 

 

 






